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.中山市街地総合再生基本計画策定倹討会 1 
6-1 中心市街地総合再生基本計画策定検討会

まちづくりに関連する専門的な知見を有した大学教授等を中山とした参加者で構成されており、市の

償討咽容に苅して、意男 ・朗雪を行う第三者機関として開催レまレた。

開催日 議事内容

第1回 -中山市街地総合再生基本計画策定について

平成26年8月29日 -横討の進め方、スケジュール

-中山市街地の概要と再生の方向性

第2回 -まち歩き

平成26年10月29日 -エリア毎の特徴と課題について

-中山市街地の再生の方向性

第3回 -八王子市中山市街地総合再生基本計画の構成について

平成26年12月22日 . r市街地再生の基本方針」及び 「地区再生計画」の検討
-地区別勉強会の実施状況

第4回 -八王子市中山市街地総合再生基本計画(素案〉について

平成27年2月9日

第5回 -八主子市中山市街地総合再生基本計画(素案)について

平成27年3月17日

八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会参加者名簿

氏名 プロフィール 専門分野等

高見詰雄 法政大学デザイン工学部都市環境デザイン工学科 教授
学識経験者

〈都市計画関連〉

遠藤薫 東京電機大学未来科学部建築学科特任教授
学識経験者

〈市街地整備関連)

八王子ファッション都市協議会 特別委員
有識者

福井昌平 株式会社コミコ二ケーション ・デザイニング研究所 代表
(産業振興関連〉

取締役社長

中西正彦
横浜市立大学国際総合科学部まちづくりコース都市社会 学識経験者

文化研究科准教慢 くまちづくり関連)

八王子市まちづくりアドバイザー
有識者

中西佳代子 株式会社ランドスケープアンドパートナーシップ 代表

取締役
(景観関連〉

内山博文
〈一般社団法人〉リノベーション住宅推進協議会 会長 有識者

株式会社リピタ 常務取締役 (リノベーション閣連)

田中 (申和
独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部 事業 育識者

企画部長 (まちづくり関連)
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6-2 八王子市中心市街地総合再生基本計画策定検討会参加者の

中心市街地まちづくりへの提言

横討会の参加者の皆横から、計画書には反映しきれなかった、中山市街地のまちづくりに河する

意見や意図等の思いを中山市街地まちづくりへの提言とレてご寄稿いただきましたので、ご紹介い

たします。

八王子市中山市街地総合再生基本計画策定険討会座長

法政大学教授高男公雄

中山市街地の外側には、レクリ工ーション活動の舞台となる豊かな

自然や、大学、 NTといっ疋普通のまちでは目玉になるような資源が

豊富にありますが、今回の会議ではあまり話題になりませんでした。

これはこのまちがどれだけ魅力的な横討対象であるかの現れでもあり

ます。ただ 「抜群に材料があるけれど一言で言えるような特徴がないJ

というのも各委員に共通する意見です。

ここで鍵になるものを 1つあげろと言われれば西放射線ユーロードをあげたいと思います。

あの時代に、これだけの規模で、車が入れない揚所をつくっ疋ことは大きな財産であり、ますこ

こを強化してその賑わいを周辺に広げていくという筋道が浮かんできます。一方、新しい開発が

決まっている旭町明神町地区では、やるなら徹底して新しい物をつくって欲しい。iJ ¥王子はこ

ういうまち」という一言でいえる特徴を磨きながら、 新しい物ちガンとあるという、目標を高く

持ったまちつゆくりを進めていきましょう。

八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会副座長

東京電機大学特任教擾遠藤薫

商庖街では 1軒でちお庖が途切れると賑わし1に悪影響力t出ると言わ

れるように、中山市街地全体でも、関係者が力を出し合って資産価値

を高める、あるいは少しずつ我慢することで資産価値を守るという意

識が重要です。

具体的には、大規模商業施設との差別化を図るため、「ここにこんなお庖があるの!Jと言わ

れるような意外性のあるコンテンツを誘致することなどが考えられます。この時、お庖側が望む

賃料と相場が需離している揚合には、例えば八王子の「旦郡衆」と言われるようなオーナーに差

額を肩代わりしていただくような仕組みを考えられないでしょうか。あるいは、黒塀など放って

おけば経済原理で消えてレまいそうなものを守る仕組みを構築できないでしょうか。それができ

れば、こうした資源を活用して多様性があり魅力的なまちができ、行政は楽しく安全に回避でき

る通りを整備レて相乗効果を高めることができる。そんな筋道が描けるはずです。
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八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会 参加者

株式会社コミュニケーション ・デザイニング研究所 代表取締役社長 福井昌平

厳しい見方かも知れませんが、八王子インター北地区にイオンがで

きると中山市街地で今の商業機能全てを維持するのは難しそうです。

この時この工リアで必要とされるものは何でしょうか。私は、回避 ・

滞留が楽しめるような景観・環境づくり、そして今後公共サービスの

中で一層役割が大きくなると予想される社会教育・生涯学習等のエネ

ルギーを昭び込むこと、そして健康 ・医療サービスの充実が重要だと

考えています。

中山市街地には年間 70万人が利用する図書 ・文化施設があり、新産業交流拠点 く注:1¥昼間明

神町地区の開発で整備予定〉やMICE構想といった大きなプロジ工クトもあります。こうし

た強みを生かして、図書館、美術館、博物館といった社会教育機関のさらなる集積を誘導し、

そこに民間の知恵やサービスを加えていくことで“多様な交流を創造する"ことができるので

はないでしょうか。織物や車人形といった伝統的な産業と歴史文化に触れられる・学べる・参

加できる・体験できる「八王子歴史文化伝君主館」や中町に残る独特な文化を紹介する「芸妓会

館」などち良いかも知れません。そうすれば、中山市街地への住民人口流入が増加し、教育・

健康 ・医療サービスを中山とする新しい商業サービス機能の集積が実現できるでしょう。

八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会 参加者

償浜市立大学准教擾中西正彦

会議の中では中山市街地のまちづくりの参考とレてポートランドの

取組等が話題となりまレた。

ポートランドは米国北西部に位置し、人口は八王子市と同じ60万人

弱、米国四では中規模の都市の 1つです。自動車利用や郊外居住が優

位な米国で、いち早く自動車の通行規制と公共交通機関や自転車の利用

促進、中山市街地の整備やテナント誘致などを進め、歩いて楽しいまち

を実現しています。

こうした取り組みの結果として、全米で最ち住みやすいまちの1つとして評価されているほか、

流行の「サード・ウェーブ」コーヒーをはじめとした新たな文化の発信地としても注目を集め

ています。

例えば、中町は既に魅力的な空間を擁レ熱l山なまちづくり活動が行われていますが、ここで

テナントの中身までコントロールしているのがポートランドです。こうした取り組みを参考

に、八王子の中山市街地でも“歩いて楽しく、安全で、路地を入ると変わった活動が行われて

いる"まちを実現していきましょう。
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八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会 参加者

株式会社ランドスケープアンドパートナーシップ代表取締役中西佳代子

中山市街地の活性化を進める上で、個々の地権者が各/マの不動産

の商業価値を高める苅策に取り組むことはもちろん、併せて、自ら

の工リアの「面的な資産価値」を高めるため、エリアの地権者相E

の協力・協働関係を築いていくことが重要です。

このうち、八王子のような大小のピルが建ち並ぶ「商業都市の景

観まちづくりJにおいては、先す歩行者の目線に収まる倍層部分を

中山とした街路空間の質の向上について横討していただきたいと思

います。

工リアを小さく区切って、地権者主体で工リアごとの特性を探求レ議論を進めていけば、改善す

べき点、維持すべき点、創造すべき点が男えてくるはすです。一定の合意形成が得られれば、「空

き庖舗改修補間制度」や 「魅力づくり支援事業」などの制度もうまく活用できます。支援制度が

あっても、地権者が「当事者意識」を持ち、ビジョンを「共有」し 「実行」 しない限り、制度ち

活かせずまちづくりち進みません。

なお、八王子中山市街地の公共空間に関して言えば、質の高い緑とオープンスペースが不足し

ていると感じます。住民・事業者・通勤者が自慢できるような洗練されだ緑の空間をつくってい

ただきたいです。

八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会 参加者

株式会社リビタ常務取締役 内山 博文

仕事柄、常に建替えよりも「既在建物をどう活用するか」を考えて

います。何故今あるちのを活かすのかと言えば、新築の高い床ばかり

ではその時々の儲かるビジネスだらけとなりどこにでもあるまちに

なってしまう、あるいは、同じものがいくっちできてはまただめにな

るの繰り返しになってしまうこと。そして、建替えにより逆にチープ

な建物ができてまちの魅力を引き下げる懸怠があることなどが理由

です。

上記に加えてもう 1点、不動産オーナーの方々には“地域に貢献できるテナン卜をいかに誘

導するか"を意識レていただきたいと思います。倒えば、裏通りで閑叡としている揚所だけで

も「八王子に住んで八王子に庖を出すような口一力ルコンテンツについては家賃を何年聞か減

免する」ことができないでしょうか。中山市街地が、ナショナルチェーンを揃える大規模商業

施設に対抗できる商業エリアとなるためには、こうした面白いコンテンツを誘導する仕組みが

鍵になるはすです。
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八王子市中山市街地総合再生基本計画策定検討会 参加者

独立行政法人都市再生機構部長田中伸和

事業性という観点から中山市街地を眺めてみると、土地費に比べ

て工事費が高い揚合、建替え、つまり容積追及型の開発を行うには

厳しい環境だと思います。このような環境では、建て替えるよりも

既荏の建物を改修して活用することを考えた方が良い揚合ち多い

のではないでしょうか。

改修については、大きく複雑な建物ですと様々な法規制がかかって難しいところもあり、

小さくて単純な建物の万が取組みゃすいでしょう。その際、地域ならではのルールを作って

規制緩和を図る認定制度のようなものを構築して、まちづくり会社等が事業のノウハウを皐

につけ、民間と組んで事例を蓄積していく流れをつくれれば、市街地の再生に繋がっていく

と思います。

ま疋、建築確認を特定行政庁である建築主事に申請すると、個人として責任を負ってしまう

ので、先ほどの認定制度の中に民間の審査機関にち参画してちらい、手続きの整理や基準の

明確化などにより、建築主事にリスクを集中させないことが必要だと思います。

74 





八王子市中山市街地まちづくり方針 (市街地総合再生基本計画〉

平成28年3月

発行 八王子市都市計画部土地利用計画課

干192-8501

八王子市元本郷町三丁目24番 1号

TEL: 042-620-7301/042-627-5915 

ホームページ http://www.city.hachioji.tokyo.jp/ 

76 




